



















































































































































































































































































































































































































































洋雑誌１タイトル（Survey of Current Business）の
継続購入を停止する。これにより図書館と重複して
いる洋雑誌は皆無となる。
（二）文献資料の整理，配架
文献資料の検索は「図書カ－ド」によるものと
して，収集した文献の整理を行なった。
CD・ROM版の文献資料はロッカ－に別途保管
した。
（三）ホームページの充実
研究会の案内
研究会の担当者の協力をもとに，研究会の案内を
トップページ（http://www.senshu-u.ac.jp/～off1009/）
に掲載し，研究会終了後は，「最近の活動」のペー
ジ（http://www.senshu-u.ac.jp/～off1009/rireki.html）に
活動記録として掲載している。
月報・年報の掲載
編集の担当者の協力のもとに，月報のデータを印
刷所から入手し，PDF形式に変換し，公開してい
る（http://www.senshu-u.ac.jp/～off1009/geppo.html）。
２００５年１１月２０日現在で，５０７号（２００５年１１月号）ま
での作業を終了している。さらに年報３９号も同様に
公開した。これにより，入手が比較的難しい人にも
月報を容易に閲覧できるようになった。また，Goo-
gleなのどの検索サイトに登録されることにより，
社会科学研究所の研究を広めることができた。
文献資料の担当者の協力のもとに，新着ページ
に新規に購入した図書目録を掲載した（http://www.
senshu-u.ac.jp/～off1009/）。
ホームページの充実のために，今後は以下のこ
とを推進する。
① 著者ごとのファイルに変換：現在，月報
は，１つの号単位のファイルになっている。月報の
特集号などは，論文ごとになっておらず，不便であ
る。そこで，ファイルを分割して，論文単位のファ
イルでも掲載したい。このことにより，利用者が論
文単位で取得可能になる他，Googleなどの検索シ
ステムが，論文単位で目録を作成するので，より検
索システムに Hitするようになる。
② 問い合わせ先の検討：現在，各論文には問い
合わせ先が記載されていない。著者の希望によって，
問い合わせ先を記載するのかを検討する。
③ 中国プロジェクト関連のホームページを作
成：現在，社研プロジェクトとして進行している
「中国社会研究」のホームページを作成したい。原
稿は，月報などの報告書や写真を利用していく。
所報（２００５．１～１２）
２４７
